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平成 16 年 7月 13 日 12 時 30 分

国土交通省北陸地方整備局

信濃川下流河川事務所発表

信濃川下流出水状況記者発表資料

〈水位上昇中〉

１．降雨状況

７月１２日夜中から信濃川下流域において降り始めた大雨は、１２時現在笠堀雨量観測所

（西蒲原郡下田村）で累計３２２㎜（12 日 22 時～ 、見附雨量観測所で累計２５１㎜（12 日）

22 時～）

に達しています。

２．河川の状況

信濃川下流保明新田観測所（南蒲原郡田上町保明新田）では１３日１１時１０分に危険水

位

（6.63m）を超え、１２時現在 6.98 ｍと引き続き水位は上昇しています。

信濃川下流では、引き続き水位が高い状況が続く見込みです。河川の堤防等では、厳重な

警

戒が必要となっています。

３．各予警報

○洪水予報（信濃川下流河川事務所＋新潟地方気象台＋新潟県巻土木事務所共同発表）

１０：１０ 洪水注意報発令

○水防警報 発表

８：２５ 関係市町村に水防団出動を要請（継続中）

４．事務所の対応

信濃川下流河川事務所では、１３日１１時１７分に非常体制を発令し、厳重な警戒を行っ

て

います。

支部体制状況 １３日 ４：１０ 注意体制

６：１５ 警戒体制

今回の豪雨により南蒲原郡田上町千代橋付近に排水ポンプ車を出動、１１時４０分から排

水

を開始しています。

５．今後の見通し

１３日１２時現在、信濃川下流上流域に強い雨域があるため、今後しばらく信濃川下流の

水

位上昇に注意が必要です。

問い合わせ先

北陸地方整備局

副所長（技術） 佐藤 義晴

℡：025-266-7131(内線 204)
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平成16年7月13日15時15分

国土交通省北陸地方整備局

信濃川下流河川事務所発表

信濃川下流出水状況記者発表資料
〈第２号〉

１．降雨状況

７月１２日夜中から信濃川下流域において降り始めた大雨は、１５時現在笠堀雨量

観測所（西蒲原郡下田村）で累計３５９㎜（12日22時～ 、見附雨量観測所で累計）

２６７㎜（12日22時～）に達しています。

２．河川の状況

信濃川下流保明新田観測所（南蒲原郡田上町保明新田）では１３日１１時１０分に

危険水位（6.63m）を超え、１５時現在７.９５ｍと引き続き水位が上昇しています。

信濃川下流域は、全川にわたり引き続き水位が高い状況が続く見込みです。河川の

堤防等では、厳重な警戒が必要となっています。

３．各予警報

（ ）○洪水予報 信濃川下流河川事務所＋新潟地方気象台＋新潟県巻土木事務所共同発表

１０：１０ 洪水注意報発令

１２：１０ 洪水警報発令

○水防警報 発表

８：２５ 関係市町村に水防団出動を要請（継続中）

４．事務所の対応

信濃川下流河川事務所では、１３日１１時１７分に非常体制を発令し、厳重な警戒

を行っています。

支部体制状況 １３日 ４：１０ 注意体制

６：１５ 警戒体制

今回の豪雨により、排水ポンプ車を下記の箇所に出動しています。

西蒲原郡田上町千代橋付近 １台出動、１１時５０分から排水開始（稼働中）

燕市小高付近 １台出動、１３時４９分から排水開始（稼働中）

５．今後の見通し

１３日１５時現在、信濃川下流上流域に強い雨域があるため、今後しばらくは信濃

川下流の水位上昇に厳重な注意が必要です。

問い合わせ先

北陸地方整備局

副所長（技術） 佐藤 義晴

℡：025-266-7131(内線204)
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平成16年7月13日23時00分

国土交通省北陸地方整備局

信濃川下流河川事務所発表

信濃川下流出水状況記者発表資料
〈№３〉

１．降雨状況

7月12日夜中から信濃川下流域において降り始めた大雨は、23時現在笠堀雨量観測

所（西蒲原郡下田村）で累計４２６㎜（12日22時～ 、見附雨量観測所で累計３０８）

㎜（12日22時～）に達しています。

２．河川の状況

保明新田観測所（南蒲原郡田上町保明新田）

13日11時10分に危険水位（6.63m）を超え、18時最高水位8.20mを観測。

23時現在水位7.99m（下降中）

尾崎観測所（南蒲原郡栄町）

13日14時30分危険水位（10.93m）を超え、16時最高水位11.02mを観測

23時現在水位10.09m（下降中）

帝石橋観測所（新潟市山田）

13日14時30分警戒水位（1.80m）を超え、23時現在水位1.98m(横ばい)

３．各予警報

（ ）○洪水予報 信濃川下流河川事務所＋新潟地方気象台＋新潟県巻土木事務所共同発表

10:10 洪水注意報発令

12:10 洪水警報発令

○水防警報 発表

8:25 関係市町村に水防団出動を要請（継続中）

４．事務所の対応

信濃川下流河川事務所では、13日11時17分に非常体制を発令し、厳重な警戒を行っ

ています。

支部体制状況 13日 4:10 注意体制

6:15 警戒体制

今回の豪雨により、災害対策車を下記の箇所に出動しています。

西蒲原郡田上町千代橋付近 排水ポンプ車1台出動、11時50分から稼働中

照明車1台出動 17時30分から稼働中

燕市小高付近 排水ポンプ車1台出動、13時49分から稼働中

照明車1台出動 20時00分から稼働中

三条市北四日市付近 排水ポンプ車1台出動、16時00分から稼働中

新潟市善久付近 排水ポンプ車1台出動、19時50分から22時まで稼働

５．今後の見通し

信濃川下流全川にわたり引き続き水位の高い状況が続く見込みです。河川の堤防等

では、引き続き厳重な警戒が必要となっています。

問い合わせ先

北陸地方整備局

副所長（技術） 佐藤 義晴

℡：025-266-7131(内線204)
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平成16年7月14日7時30分
国土交通省北陸地方整備局
信濃川下流河川事務所発表

信濃川下流出水状況記者発表資料
〈№４〉

１．降雨状況
7月12日夜中から信濃川下流域において降り始めた大雨は、7月14日7時現在笠堀雨

量観測所（西蒲原郡下田村）で累計４７１㎜（12日22時～ 、見附雨量観測所で累計）
３４０㎜（12日22時～）に達しています。

２．河川の状況
保明新田観測所（南蒲原郡田上町保明新田）

13日11時10分に危険水位（6.63m）を超え、18時最高水位8.20mを観測。
14日 7時現在水位7.16m（下降中）

尾崎観測所（南蒲原郡栄町）
13日14時30分危険水位（10.93m）を超え、16時最高水位11.02mを観測
14日 7時現在水位8.87m（下降中）

帝石橋観測所（新潟市山田）
13日14時30分警戒水位（1.80m）を超え、23時最高水位1.98mを観測
14日 7時現在水位1.75m（下降中）

３．各予警報
（ ）○洪水予報 信濃川下流河川事務所＋新潟地方気象台＋新潟県巻土木事務所共同発表

10:10 洪水注意報発令
12:10 洪水警報発令（継続中）

○水防警報 発表
8:25 関係市町村に水防団出動を要請（継続中）

４．事務所の対応
信濃川下流河川事務所では、13日11時17分に非常体制を発令し、厳重な警戒を行っ

ています。
支部体制状況 13日 4:10 注意体制

6:15 警戒体制
今回の豪雨により、災害対策車の出動状況は下記のとおりです。

田上町千代橋付近
排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車1台 11:50から稼働中
照明車1台 17:30から稼働中

燕市小高付近
排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車1台13日13:40～

14日5:50まで稼働
照明車1台 13日20:00～

14日5:30まで稼働
三条市北四日市付近

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車1台13日16:00から
稼働中

新潟市善久付近
排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車1台13日19:50～22:00
まで稼働

中之島町中之島川樋門
排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車1台14日3:20から稼働中

見附市葛巻付近
田上町千代橋付近での災害対策車稼働状況 排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車1台14日3:00から稼働中

５．今後の見通し
信濃川下流の水位は下がり始めていますが、水位 問い合わせ先

の高い状況が続く見込みです。 北陸地方整備局
河川の堤防等では、引き続き厳重な警戒が必要と 副所長（技術） 佐藤 義晴

なっています。 ℡：025-266-7131(内線204)
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記者発表                       平成１６年７月２１日 

 

 

 

平成１６年７月新潟・福島豪雨 

信濃川下流出水状況速報(第１報)について 
 

 

 

７月１３日に発生した新潟・福島豪雨について信濃川下流管内の状況、事務所の

対応をとりまとめた速報（第１報）を別紙のとおり作成しましたので御報告いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同時配布先 

県政記者クラブ 

市政記者クラブ 

問い合わせ先 

  国土交通省 北陸地方整備局 

          信濃川下流河川事務所 副所長   佐藤

                  調査設計課長   藤田

  問い合わせ電話（信濃川下流河川事務所）(代表)

                     (025)266-7131 
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浸水する三条市内（五十嵐川上流から信濃川合流点を望む）

国土交通省 北陸地方整備局

信濃川下流河川事務所

※今後の調査等により、
掲載している数値等が
変わることがあります

平成１６年７月２１日現在
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日本海から北陸地方（新潟県）にかけて停滞した梅雨前線に、西日本から東日本を覆った太
平洋高気圧の縁を周り込むように暖かく湿った空気が流れ込み、前線が活発化、新潟県中越
地方を中心とした地域に大雨を降らせた。新潟県の長岡地域と三条地域では１２日の夜から
１３日の夕方にかけて激しい雨が降り、13日の日雨量は栃尾市で421mm（７月の平均月降水
量の約２倍）、笠堀で459mmを観測するなど山間部を中心に未曾有の大雨が降った。

レーダー雨量

７月１３日７時５０分

河川情報センター提供

三条地域

信濃川下流管内雨量線図

強い雨雲が気圧の谷に沿って
次々と新潟地方に流れ込んだ

刈谷田川流域
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五十嵐川流域
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五十嵐川、刈谷田川上流域にて400mm以上

を記録
今回は強い雨が１日で降ったことが特徴

栃尾観測所(（気象庁）

笠堀観測所
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信濃川下流では全ての水位観測所で警戒水位を超過し、うち２観測所（尾崎、保明新
田）では危険水位を超過した。保明新田では１３日１２時に危険水位（６．３３ｍ）を超え、
１８時に最高水位８．２０ｍを記録、危険水位超過時間は２３時間にも及んだ。
また、支川では急激に水位が上昇し、五十嵐川（荒沢観測所）では13日4:00～9:00の
間に水位が約３ｍ上昇している。

1.98 3.75 5.03 8.21 10.78 11.02 平成１６年7月

1.45 3.05 4.32 6.85 8.83 9.06 昭和６３年７月

2.00 4.13 -7.45 10.51 10.53 昭和５３年６月

2.22 3.75 -7.82 -10.24 昭和４４年８月

2.67 ----11.86 昭和３６年８月

帝石橋新酒屋（酒屋）臼井橋保明新田荒町尾崎

既往最高水位既往最高水位の比較

本川の出水状況（小須戸橋／13日14:時頃）

上流域の水位はほとんどが既往最高水位を記録

支川の出水状況 (五十嵐川合流点／13日PM）

五十嵐川

本川

支川五十嵐川では急激な水位上昇が見られる。

保明新田水位観測所
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計画高水位 9.60m

既往最高水位 7.82m

危険水位 6.63m
警戒水位 5.60m

指定水位 5.20m

荒沢水位観測所（五十嵐川）
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くらみみみ

右岸より　蒲原大堰
１３日１６：２９撮影

右岸より　競馬場方向
１３日１５：５３撮影

右岸より　小須戸橋
１３日１４：３５撮影

９Ｋ付近　左岸堤防
１３日１４：０７撮影

大郷橋上より下流望む
１３日１４：１９撮影

右岸　親水公園付近　上流望む
１３日１４：２３撮影

右岸より　加茂川合流地点
１３日１５：０６撮影

中ノ口川

中ノ口川

中ノ口川

２４．６ｋｐ付近　右岸　田上町曽根田新田
路肩復旧保護　7/14作業

39.0kp付近　右岸　川裏　三条市石上
路肩・法面保護作業　7/14作業

20.0kp付近　左岸　白根市戸石新田
道路封鎖　土のう詰　7/13作業

本川は橋梁の直下まで水位が上昇したため、１３日１５：００に４橋（大郷、臼井、小須戸、庄瀬）が通行止めとなった。そのため左右岸の往
来は大きく迂回することとなり交通に支障が生じた。一方中ノ口川では堤防高にあと約５０ｃｍの高さまで水位が上昇したため、天端に土の
う積みを行った。
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２．支部体制、洪水予警報

信濃川下流河川事務所では１３日４：１０に防災体制に入り、出水対応を行った。水門、堰等
の施設操作については5:30に新潟大堰を操作したことを皮切りに鳥屋野潟、西川等の各排水

機場や蒲原大堰、中ノ口水門等の水門操作を実施した。また、１３日８時２５分より水防警報
を発令し、水防活動に関わる情報を県及び市町村に提供した。

１．水門、堰施設操作

新潟・福島水害（平成１６年７月１３日）における信濃川下流河川事務所　河川管理施設　操作状況表

ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ

1 新潟大堰 5:30

2 信濃川水門 15:00 18:00 ゲート操作時間

27時間

3 蒲原大堰 12:00

4 中ノ口川水門 12:00

5 西川排水機場
10:30 17:00 ポンプ運転

ポンプ運転時間

30時間30分

6 鳥屋野潟排水機場
6:14-10:45

ポンプ運転
ポンプ運転時間

3時間30分

7 鷲ノ木水門 操作なし

8 覚路津樋管 操作なし

9 才歩川樋管 操作なし

10 山田川樋管 9:30 全 閉 14:30 ｹﾞｰﾄ全閉時間

53時間30分

11 大河津洗堰（参考）
10:00 内水排除促進の特例

（放流量０m3/s） 20日まで

７月１６日（金）７月１２日（月） ７月１３日（火） ７月１４日（水） ７月１５日（木）

体制及び発信情報
月 日 時 間 出 水 体 制 情 報 ・ 発 信 情 報

7月13日 4:10 支部体制発令（注意体制）

6:15 支部体制移行（注意体制→警戒体制）

8:25 水防警報第１号（準備）

9:00 水防警報第２号（出動）

10:10 洪水予報第１号（注意報）

10:45 水防警報第３号（出動）

10:55 水防警報第４号（準備）

11:17 支部体制移行（警戒体制→非常体制）

12:10 洪水予報第２号（注意報から警報切り替え）

14:45 水防警報第５号（状況）

15:45 水防警報第６号（出動）

16:40 洪水予報第３号（情報）

18:00 水防警報第７号（状況）

23:50 水防警報第８号（状況）

7月14日 7:00 水防警報第９号（状況）

8:00 洪水予報第４号（情報）

11:30 水防警報第１０号（状況）

14:30 水防警報第１１号（状況）

15:15 洪水予報第５号（情報）

17:45 支部体制移行（非常体制→警戒体制）

19:10 洪水予報第６号（警報から注意報切り替え）

23:20 水防警報第１２号（解除）

7月15日 3:10 洪水予報第７号（注意報解除）
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１３日１１時３０分に保明新田が危険水位を突破し、小須戸橋左岸部が浸水する恐れが生
じたため、信濃川下流河川事務所・県新潟土木事務所・白根市の３者協定に基づいて土
のう積みを実施した。

（７月13日）
・14:00 協定に基づき新潟土木、白根市に要請
・15:00 県道通行止め（４橋通行止）

大型土のう積み作業開始
・17：30 大型土のう積み作業完了

・7月14日６時頃 左岸高水敷土のう付近まで浸水

土のう積み作業中

7/14朝方

土のう付近まで
水が迫る
（CCTV画像より）

土のう積み作業完了
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国土交通省北陸地方整備局

信濃川下流河川事務所調査設計課

〒９５１－８１５３ 新潟市文京町１４－１３ ℡（０２５）２６６－７１３１（代）

E－ｍａｉｌ ｓｈｉｎａｇｅ＠ｈｒｒ．ｍｌｉｔ．ｇｏ．ｊｐ

五十嵐川破堤地点
付近の被災の様子

連絡先
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記者発表資料                             平成１６年８月１２日 

                                             信濃川下流河川事務所 
 
 

 

 

 
  
7 月 12 日夜から 13 日夕方にかけて長岡、三条地域を中心に激しく降った雨は、栃尾市で日雨量421 ㎜

（7 月の平均月降水量の約 2 倍）を観測するなど未曾有の大雨となり、信濃川下流では全ての水位観測

所で警戒水位を超過し、2観測所（尾崎、保明新田）では危険水位を越える洪水となりました。 

 この洪水で、関屋分水路はその威力を発揮しました。関屋分水路は、新潟市を洪水の危険から守るた

めに開削された分水路で、昭和39年(1964)に着手、同47年(1972)に通水しています。もし、関屋分水

路がなかった場合には、信濃川水門から萬代橋までの全川にわたって水位がＨＷＬ（計画の流量を安全

に流すことのできる水位）を越え、破堤・氾濫などが生じ、新潟市の広範囲にわたって大きな被害が発

生していたと想定されます。 
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関分なしの予想水位

もしも､７.13新潟･福島豪雨で関屋分水路がなかったら

～ 関屋分水路の効果検証 ～ 

問い合わせ先 
国土交通省 北陸地方整備局 
信濃川下流河川事務所 副所長(技術)  佐藤
           調査設計課長 藤田

問い合わせ電話(代表) (025)266-7131 

同時配布先:県政記者クラブ・市政記者クラブ

想定される浸水被害 

浸水面積（ha） 

宅地 農地 
床上浸水 床下浸水 被害額 

約2300 約800 約60,400戸 約15,300戸 約2兆円

※ＨＷＬを越えた時点で破堤する氾濫シミュレーション計算により、本川下

流部の左右岸各 1 点で破堤した場合の１番大きい浸水範囲、浸水深を表

しています。 

関屋分水路

想定される浸水範囲

洪水を安全に流している 

関屋分水路（７月13 日14 時頃）

千歳大橋（7.17’k） 

凡例 浸水深 水深の目安

5.0m～2.0m ５.０m ２階の軒下まで浸水する程度。

2.0m～0.5m ２.０m １階の軒下まで浸水する程度。

0.5m未満 ０.５m 大人の膝までつかる程度。

浸水深の目安

▽２.０m

▽０.５m

▽５.０m

▽1.05m 

HWL:1.61m 

ΔＨ＝１.65

▽2.７m 

（関屋分水路がなかったとしたら、千歳大橋地点では、ＨＷＬ（計画  

 の流量を安全に流すことのできる水位）を１.１ｍ超過し堤防を越水）
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